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報道発表資料 

相談解決のためのテストからNo.200 

令和8年1月14日 

独立行政法人国民生活センター 

 

消費生活センター等の依頼に基づいて実施した商品テスト結果をご紹介します。 

 

紫外線でボロボロになったカーテン 

 

１．依頼内容 

「約6年間使用したカーテンの裏面に白い粉が生じた。白い粉が何か調べてほしい。」という

依頼を受けました。 

 

２．調査 

当該品はポリエステル製とされる白色のカーテンで、使用頻度の低い部屋で使用しており、

閉めた状態が多かったとのことでした。 

当該品の窓側に向いていた面（裏面）に、購入して5年が経過した頃から、白い粉が付着して

いることに気づき、特に、直射日光をよく受ける箇所では顕著にみられたとのことでした。 

当該品の裏面に触れると、白い粉状の異物が大量に付着しました（写真１）。当該品の表面、

裏面に使用されていた繊維及び白い粉状の異物を、フーリエ変換赤外分光分析（FT-IR）法によ

り分析したところ、いずれもポリエステルを主材とするものと考えられました。さらに、当該

品の裏面と白い粉状の異物を走査型電子顕微鏡で拡大観察したところ、裏面は全体的に繊維の

破損がみられ、白い粉状の異物は短い繊維状のものでした（写真２）。 

白い粉状の異物は、裏面の繊維と形状が類似しており、素材も一致することから、裏面の繊

維が外部からの紫外線（太陽光）等によってもろくなり（脆化（ぜいか））、破損して生じたも

のと考えられました。 

 

写真１．当該品の裏面に触れた手袋に付着した白い粉状の異物 
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※繊維の破損個所を赤矢印で示しました。 

写真２．当該品の裏面及び白い粉状の異物を走査型電子顕微鏡で拡大観察した様子 

 

３．消費者へのアドバイス 

当該品に付着していた白い粉状の異物は、カーテンの繊維（ポリエステル）が外部からの紫

外線（太陽光）等によりもろくなり、破損して生じたものと考えられました。ポリエステルは

比較的光に強い素材ですが、一般にどのような素材も長期間にわたる日光暴露によって、紫外

線の影響を受けてもろくなることを知っておきましょう（注）。 

 

（注）参考：地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター「光による脆化」 

https://www.iri-tokyo.jp/site/archives/complaint-jirei-son06.html 

東京都クリーニング生活衛生同業組合「洗濯したらレースのカーテンが破れた」 

https://www.tokyo929.or.jp/trouble_shooting/damage/post_127.php 

 

 

本件問い合わせ先        

商品テスト部：042-758-3165 

白い粉状の異物 

当該品の裏面 
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